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保健指導を行うためには，保健指導を行う者自らが正しい健康意識を持ち，日常生活の中で
実践していかなければならないと考えるが はたしてその健康観の形成と行動化はどこでなさ
れるのであろうか。それは幼児期からの家庭での教育，さらに幼稚園，小学校，中学校，高等
学校における健康教育が大きくかかわっていると考えられる。
短大の養護教諭養成課程においては，医学的根拠，看護理論に基き， 自らの健康意識の確立
と健康生活の行動化が可能となるよう授業展開を行っているが，その中にあって，短大入学ま
でにどの程度保健衛生に関する知識を得，行動化されているかを知ることは，今後授業を展開
する上で重要であると考えた。
また，これは単に養護教諭養成課程にのみ必要なことではなく，母性を有する女子短大生全
体に言えることである。女子短太生は卒業後一女性として，教育の場，家庭，職場，地域社会
においてその保健衛生の知識を活用し，大なり小な り保健指導，健康管理に関与していく ので
ある。その意味で，短大生活の中で，今まで得た保健衛生に関する知識を整理し，確実なもの
として社会に送り出すことが必要で、あろう。
以上の観点から，新入生を対象とした健康に関する日常生活調査を行い，短大入学までに得
た健康に関する知識と行動を把握することにした。
E 方 法
昭和58年度本学新入学生775名に対し，入学直後 （昭和58年4月14日～4月16日）に無記名
式質問紙調査法（一部記述式）により調査を行った。
質問紙の構成は，睡眠 ・食事 ・清潔 ・月経 ・喫煙 ・健康意識に関する20項目の内容でできて
!), 2), 3) 
いる。調査項目は大学生ならびに高校生を対象とした過去の調査を参考と し，女子短大生向け
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に内容を整備した。
結果の処理は，新入学生の全体像を出し，さ らに一部各科 ・コースごとの比較を行った。検
定はカイ二乗検定を用いた。
有効回答数773名。対象群の構成は以下の通りである。
服飾美術科服飾美術コース 203名 （以下服飾美術系と記す）
服飾美術科家庭科学コース 106名 （以下家庭科学系と記す）
工芸美術科 74名
保健体育科体育コ スー 111名
保健体育科養護教諭コース 130名
初等教育学科 149名
（以下工芸美術系と記す）
（以下体育系と記す）
（以下養護教諭系と記す）
（以下初等教育系と記す）
皿結果と 考 察
1.新入学生の出身地
本調査は本学入学までの健康に関する生活調査であることから，出身地域も健康生活に関連
していると考え，人口8万以上の市を都市部とし，その他の地域を郡部と して，各科 ・コース
ごとに出身地の割合をみた。 （表1) 
表1 各系別の出身地の割合
（）内%
高ご fl 飾 家 庭 工 士＋'CC 体育 系 養 議 初 等 計美術 系 科 学系 美 術系 教 諭系 教育系
都市部 145 86 59 63 60 95 508 (71. 4) (81. 1) (80. 8) (56.8) (46. 2) (63. 8) (65. 8) 
君・日 音日 58 20 14 48 70 54 264 (28. 6) (18. 9) (19. 2) (43.2) (53. 8) (36. 2) (34. 2)
言十 203 106 73 111 130 149 773 (100) (100) (100) (100) (100) (loo) (100) 
表2 出身地（都市部 ・郡部）の比率の差の検定結果
服飾美術系 家庭科学系 工芸美術系 体 育系 養護教諭系
初等教育系 N. S. ＊ ＊ ＊ ＊＊＊ N. S. ＊＊ ＊ 
養護教諭系 ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ N. S. 
体 育系 ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ***:Pく.01 
工芸美術系 N. S. N. S. ＊ * : P< .025 
＊ :Pく.05
家庭科学系 N. S. N. S.：：有意差な し
全体では都市部出身者が508名 （65.8%）， 郡部出身者は 264名 （34.2%）であり，都市部
出身者が多い。科 ・コ スー聞の検定を行った結果（表2）をみると， 養護教諭系では体育系を
除く他の系との聞にすべて有意差が認められ，郡部出身者が多いことがわかる。また，家庭科
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学系，工芸美術系は体育系，養護教諭系，初等教育系に比べ，都市部出身者が多いと言える。
体育系は服飾美術系，家庭科学系，工芸美術系との聞に有意差があり，養護教諭系と同様に，
郡部出身者が多いと言える。
2.睡眠
(1）就寝時刻
表3 就寝時刻
（）内%
~；ス 服飾美術系 家庭科学系 工芸美術系 体 育 系 養護教諭系 初等教育系 言十n=203 n=l06 n=74 n=lll n=l30 n=l49 n=773 
22: 30以 前 6( 3. 0) 4( 3. 8) 4( 5. 4) 2( 1.8) 5( 3. 8) 6( 4.0) 27( 3. 5) 
22: 30～お： 30 36(17. 7) 26(24. 5¥ 17(23.0) 40(36. 0) 41 (31. 5) 40(26. 8) 200(25. 9) 
23 . 30～0 : 30 102 (50. 3) 53(50. 0) 31 (41. 9) 52(46.9) 61 (47. 1) 75(50. 4) 374(48. 4) 
0 ' 30～1 : 30 49 (24. 1) 21 (19. 8) 19(25.7) 16 (14. 4) 18 (13. 8) 25 (16. 8) 148 (19. 1) 
1 : 30以 降 10( 4. 9) 2( 1. 9) 3( 4. 0) 1 ( o. 9) 5( 3. 8) 3( 2. 0) 24( 3.1) 
各科共，最も多いのは23:30～0 : 30であるが，さらにそれ以前の時間を含めて0: 30まで
に就寝する学生の割合をみる と，最高で、体育系の84.7%，最も低く て工芸美術系の70.3%とな
っている。体育系では日中の運動量が多いことが，就寝時刻の早くなる要因であろう。
入学後2日目の状態であるにもかかわらずこのよう な結果が出ているのは，体育系の学生の
生活が，高校3年間あるいはそれ以前からの習慣に大き く影響されているためといえよう。
さらに，23:30以前に就寝する者， 23:30～ 0 : 30, 0 : 30以降に就寝する者の3つの組に
分けて，科 ・コースごとの検定を行ったところ，服飾美術系と体育系間，服飾美術系と養護教
I命系聞に危険率0.5%で有意差が認められた。また，服飾美術系と初等教育系聞に危険率5%
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で有意差が認められた。これは服飾美術系が体育系，養護教諭系， 初等教育系に比べ就寝時刻
の遅い者が多＜＇.， 23: 30以前に就寝する者が少いと言える。この差は， 体育系の体育活動によ
ることも考えられるが，体育系，養護教諭系，初等教育系では郡部出身者が多いことも関連し
ていると思われる。
(2）起床時刻
表4 起床時刻
（）内%
下戸二 服飾美術系 家庭科学系 工芸美術系 体 育系 養護教諭系 初等教育系 計n=203 n=l06 n=74 n=lll n=l30 n=l49 n=773 
6 : 30以 前 26 (12. 8) 14 (13. 2) 10 (13. 5) 14(12. 6) 29(2. 3) 24 (16. 1) 117 (15. 1) 
6 : 30～7 : 30 138 (68. 0) 79(74. 5) 41 (5. 4) 82 (73. 9) 80 (61. 5) 109(73. 2) 529(68. 5) 
7 : 38～8 : 30 39 (lg, 2) 13 (12. 3) 23 (31. 1) 15 (13. 5) 21 (16. 2) 16 (10. 7) 127(16. 4) 
全体では 6 : 30～ 7 : 30に起床する者が多い。6 : 30以前に起床する者の割合をみると養護
教諭系が最も高く，養護教諭系の学生に郡部出身者の割合が高かったことが関連していると考
えられる。通学に要する時間に合わせた起床時間とい うことであろう。また， 各科・コース別
に検定を行ったところ，工芸美術系では服飾美術系を除いた他の科との聞にすべて有意差が認
められた。これは工芸美術系では 7: 30以降に起床する学生が多いことを表わしている。
13）睡眠時間
表5 睡眠時間
（）内%
hヒ：服飾美術系 家庭科学系 工芸美術系 体育系 養護教諭系 初等教育系n=203 n=l06 nニ 74 n=Jll n=l30 nニ 149 n=773 
6時間以内 36(17. 7) 17(16.0) 12 (16. 2) 10( 9. 0) 23(17. 7) 26(17. 4) 124(16. 0) 
7時間ぐらい 127(62.6) 65 (61. 4) 39 (52. 7) 64(57. 7) 73 (56. 1) 88 (59. 1) 456(59. 0)
8時間ぐらい 35(17. 2) 24 (2. 6) 18 (24. 3) 34 (30. 6) 25 (19. 2) 31 (20. 8) 167(21. 6) 
8時間以上 5( 2. 5) 。（ 一） 4( 5. 4) 3( 2. 7) 8( 6. 2) 3( 2. 0) 23( 3. 0) 
鉦 回 答 。（ 一） 。（一） 1 ( 1.4) 。（ ー） 1 ( 0. 8) 1( o.7) 3( o. 4) 
7時間の睡眠をとっているものが59.0%で最も多い。7時間と 8時間を合わせると80.6%と
なり， 8割の者が適正な睡眠時間をとっていると言える。 16.0%に6時間以内という短い睡眠
時間をとっている者がいることがわかった。
次に， 6時間以内， 7時間，8時間と 8時間以上を合わせた3つの組に分け各科 ・コースご
とに検定を行ったところ，服飾美術系と体育系に有意差が認められた。すなわち，体育系は服
飾美術系に比べ睡眠時間6時間以内の者が少く，睡眠時聞を多く とつでいる割合が高いと言え
る。 体育活動を伴うため，十分な睡眠をとるよう心がけていることがうかがえる。
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3.食習慣
(1）食事摂取の状況
表6 食事摂取の状況
（）内%
孟日ご 服飾美術系 家庭科学系 工芸美術系 体育 系 養護教諭系 初等教育系 計n=203 n=l06 n=74 n=lll n=130 n=149 n=773 
1日3回規則的に食事 140 (69. 0) 69 (65. 1) 48 (64. 7) 78(70. 3) 95(73目1) 111 (74. 4) 541(70.1) 
をしてい る
ときどき朝食を抜〈 こ 40 (19. 7) 20 (18. 9) 13(17.6) 19(17.1) 27(20. 8) 29 (19. 5) 148(19.1) 
とカξある
朝食は食べない 3( 1.5) 7( 6. 6) 5 ( 6. 8) 7( 6. 3) 2( 1.5) 1 ( 0.7) 25( 3. 2) 
ときどき夕食を抜くこ 7( 3. 4) 5( 4. 7) 4 ( 5. 4) 6( 5. 4) 5( 3.8) 3( 2. 0) 30( 3. 9) 
と：／）ずある
そ の 他 13( 6. 4) 5( 4. 7) 3( 4. 1) 1 ( o. 9) 1( o. 8) 5( 3. 4) 28( 3. 6) 
量正 回 答 O（一） 0 （一） 1 ( 1.4) 0 （一） 0（一） 0 （ー ） 1 ( o. 1) 
表6は調査の選択肢の内容とその結果を表わしている。 全体の7割は1日3回規則的に食事
をしているが，朝食を時々抜く 者と朝食を食べない者が各科共通して20%近くみられる。時々
夕食を抜く者も全体で30人 （3. 9%）いることも注目される。その他の回答の中で多かったも
のをあげると，不規則の者9名，時々畳食を抜く者9名，4回食の者3名，さらに時々朝食も
夕食も抜くことがある者が3名いた。
次に 1日3回規則的に食事をしている者を規則群とし，それ以外に回答した者を不規則群と
して各科・ コース聞で検定を行ったが 有意差は認められなかった。
(2）間食
表7 間食の摂取状況
（）内%
弘山ヒ： 服飾美術系 家庭科学系 工芸美術系 体 育系 養護教諭系 初等教育系 言十n=203 n=l06 n=74 n=lll n=l30 n=149 n=773 
毎 日 す る 78(38. 4) 42 (39. 6) 23 (31.1) 49(44.1) 53(40. 8) 64(43. 0) 309(40. 0) 
ときどき す る 123 (60. 6) 63 (59. 5) 50(67.5) 61 (55. 0) 77 (59. 2) 85(57. 0) 459 (59. 3)
全 く し ない 。（ー） 1 ( o.9) 1 ( 1.4) 1 ( o.9) O（一） 。（ ） 3( 0. 4) 
無 回 答 2( 1.0) 0（一） 0 ( ) 。（ 一） 0 （一） O（一 ） 2( o.3) 
毎日間食する者，ときどき間食する者を合わせると99.3%となり，ほとんどの者が間食をし
ている実態である。 間食をしない食習慣の者は全体でわずか3人（o. 4%） であった。
間食でよく摂取する食品は表8の通りである。最近の傾向として，清涼飲料水， スナッ夕食
品の人気が言われているが，本調査でも上位にあげられている。くだもの，牛乳をあげる者も
多く，好ましい傾向と言えるだろ う。インスタ ントラー メンをあげるものは予想以上に少く，
掲げた食品の中での回答数は最低で、あった。全体をみると，いつでもどこでも簡単に空腹感を
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表8 間食でよく摂取する食品
重複回答 （ ）内%
回答数
n=768 山［
f,'[ 
l く だもの
2 コーラ・ジュース
3 ポテトチ y プス
4 コーヒ ー ・ 紅茶
5牛乳
6 チョ コレ ー ト
7 アイスクリーム
8 ケ ー キ
9 ノf
10 イ ンス タン トラー メ ン
1 そ の
表9 毎日の歯みがき時期
ン
472 (61. 5) 
422(54.9) 
414(53.9) 
359(46.7) 
282(36.7) 
264(34.4) 
226(29.4) 
193(25.1) 
190(24.7) 
77 (10. 0) 
36( 4.7) 
j前たすことができ， あまり 胃にもたれ
ないような軽い食品に人気があると言
えよう。
4.口腔衛生および清潔
(1）歯みがき時期と回数
1日のうち 「いつ歯をみがくか」 の
質問に対しでは，表9・10のとおり多
様な組合せの回答を得た。全員が毎日
みがくと答え， 1日1回みがく者が全
体の12.9%, 2回みがく者が73.1%,
3回以上みがく と答えた者は14.0%で
あった。1日2回みがくタイ プは組合
せが5通りで，3回以上みがくタイプ
二瓦＼＼ご二ス服飾 家 庭 工芸 体育系 養護 初等 計美術系 科学系 美術系 教諭系 教育系
車丹 食 前 人 人 人 人8 人 人 33人（ 4.lf 4 9 4 5 3 
朝 食 後 19 10 4 9 11 10 63 ( 8.2) 
主 寝 前 2 。 。 。 。 1 3 ( 0.4) 
朝 食 前 車店 食 後 3 。 1 2 。 2 8 ( 1.0) 
車H 食 前 タ 食 後 5 。 2 1 。9 ( 1.2) 
朝 食 前 京t 寝 前 22 21 12 26 15 21 117 (15. 2)
朝 食 後 タ 食 後 8 4 4 5 8 9 38( 4. 9) 
朝 食 後 就 寝 前 111 46 34 52 69 78 390 (50. 8) 
朝食前 ・ 朝 食後 ・就寝前 17 8 4 2 11 11 53( 6.8) 
朝食後 ・昼食後 ・就 寝 前 。 1 。 2 1 3 7( o. 9) 
朝 食後 － 夕食 後・ 就寝前 5 3 。 3 7 19( 2.5) 
朝食前 ・後・夕食後 ・就寝前 1 2 3 。 1 3 10 ( 1.3) 
そ の 他 6 4 2 3 3 1 19 ( 2.5) 
言十 203 106 72 111 128 149 769 (100) 
? ?｛
表10 歯みがき回数
芯ごl服飾叩 家庭科学系 工芸美術系 体 育 系 養護教諭系 初等教育系 計
1日 1回 人 % 人% 人 % 人% 人 % 人% 人 %25 (12. 3) 19(17.9) 8(11 .1) 17 (15. 3) 16(12.5) 14 ( 9. 4) 99 (12. 9)
l日 2回 149(73. 4) 71(67.1) 52(72.2) 87 (78. 4) 93(72.7) 10(73.8) 562 (73. 1)
1日3回以上 29 (14. 3) 16(15.0) 12(16.7) 7( 6, 3) 19(14.8) 25(16.8) 108 (14. 0)
計 203 (100) 106(100) 72 (100) 111(100) 128(100) 149 (100) 769(100) 
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図2 歯みがき回数の各系別比較
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の組合せは4通りであるが， 「その他Jの内容は， 3～ 4回みがくほかに「口中不快」 の時や
「外出前」にみがくなどとなっている。ちなみに昭和50年11月実施の厚生省の実態調査では，
対象を18歳の女子に限ってみるとき， 1日l回が53.3%, 2回が40.3%, 3回が5.2%である
から，口腔衛生面からは本学新入生の傾向は一応好ましいといえ るようである。
結果を今少し詳 しくみると 1日2回 「朝食後 ・就寝前」にみがくタイプが各系とも最も多
く全体の50.8%をしめ（390名），次に多かったのは1日2回 「朝食前・ 杭寝前」にみがくタイ
プの15.2%(17名）であった。そ こで4科2コースの新入生全体についでみてみたが，歯み
がき回数に関しでは統計的に有意な差は認められなかった。しかし各系相互間の比較では，体
育系と初等教育系の聞に2.5%の有意水準で差が認められた。これは初等教育系のl日3回以上
みがく者の割合が最も高く，体育系がこれに反して最も低いためと思われる。
表1 歯みがき回数の差の検定結果
服飾美術系 家庭科学系 工芸美術系 体 育系 ？を；告教諭系
初等教育系 N. S. N. S. N. S. ＊＊ N. S. 
主治教諭系 N. S. N. S. N. S. N. S. 
体育 系 N. S. N. S. N. S. 
工芸美術系 N. S. N. S. N. S.：有意差なし
家庭科学系 N. S. **・pく.025 
(2）歯ブラシの使用状況
歯ブラ シの年間使用本数についてみてみると，各系とも「2～3本」 と答えた者が最も多く ，
中でも体育系では53.2%と高率で、あった。 「10本以上」と答えた者は表12に示したとおりごく
少数にとどま り，予想、をはるかに下回った。 一般に歯科医などのすすめる念入りなプラァシン
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表12 歯ブラシの年間使用本数
話ζ 服飾美術系 家庭科学系 工芸美術系 体育系 養護教諭系 初等教育系 言十
2～ 3本 人% 人% 人% 人% 人% 人% 人%82(40.4) 37(34.9) 34(46.0) 59(53.2) 50(39. 2) 69(46.3) 331 (43. 0) 
4～ 5本 72(35.5) 38(35.8) 18(24.3) 23(20.7) 45(35.1) 45(30. 2) 241 (31. 2) 
6～ 7本 25(12.3) 17(16. 0) 10(13.5) 14(12. 6) 19(14.8) 20(13.4) 105(13. 6) 
8～ 9本 9( 4.4) 10( 9.4) 8(10. 8) 8( 7.2) 9( 7.0) 10( 6. 7) 54( 7.0) 
10本以上 15( 7.4) 4( 3. 8) 4( 5.4) 7( 6.3) 5( 3. 9) 5( 3.4) 40( 5. 2) 
言十 203(100) 106(100) 74(100) 1l1 (100) 128(100) 149(100) 771 (100) 
グを 1日2回実施した場合，現在わが国で市販されている歯ブラシの寿命からして，幾らかの
使い方による差はあるにしても「最小限1ヶ月を耐用限度とした交換が好ましい」といわれる。
当然の結果として使用本数は限定される筈であるから， 「1日2回」以上みがく者の使用本数
は，少なくとも「8～9本」以上と予想した訳である。
そこで筆者らの所属する養護教諭コース新入生に限ってみてみると， 「1日2回」以上みが
くと答えた 112名のうち「8～ 9本」以上使用する者の数は14名（12.5%), 「10本J以上と
答えた者は5名（4. 5 %）のみであった。また「1日2回」以上プラッシングすると答えなが
ら年間使用本数がわずか 「2～ 3本」にとどまっている学生が40名（35.7%）もあった。この
事実から，先に述べた厚生省の実態調査における歯みがき回数との比較のみで， 「好ましい傾
向」と判断することは早計にすぎるようである。いずれにしても大部分の学生は，ブラッシン
グの最大目的であるプラーク除去率を考慮に入れた適正な歯ブラシの使用，交換をしていると
は言い難い。なお年間使用本数についての全体的な差はないが，各系聞の比較では，表13に示
表13 歯ブラシの年間使用本数の差の検定結果
服飾美術系 家庭科学系 工芸美術系 体育系 養護教諭系
初等教育系 N. S. N. S. N.S. N. S. N. S. 
養護教諭系 N. S. N. S. N.S. N. S. 
体育系 ＊ ＊ N.S. 
工芸美術系 N. S. N. S. IN. S：有意差なし
家庭科学系 N. S. * : P<.05 
すように体育系と服飾美術系・家庭科学系との聞にそれぞれ有意な差が認められた。これは体
育系の「2～ 3本」群と， 「4～ 5本」群のしめる割合がおよそ 2.5対lであるのに，服飾美
術系と家庭科学系はそれぞれほぼ1対1となっているために生じたものと思われる。
(3) 外出時のハンカチ・チリ市民戸斤持1犬J兄
全体の93.1%は常にハンカチを携行しており「持たない」と答えた者は 6.9%であった。チ
り紙またはティッシュのみ所持と答えた者はこの中に含まれる。図4から明らかなように，各
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図3 歯ブラシ年間使用本数の各系別比較
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表14 ハンカチ・チリ紙所持状況
エ志〈服飾美術系 家庭科学系 工芸美術系 体育系 養i聖教諭系 初等教育系 合 計
いつも作っ 人% 人% 人% 人% 人% 人% 人 %
ている 189(93.1) 100(95.2) 69(93.2) 91 (82. 0) 126(97.7) 143(96.0) 718(93.1) 
チリ紙のみ 11 ( 5. 4) 5( 4.8) 3( 4.1) 17(15. 3) 2( 1. 6) 6( 4.0) 44( 5.7) 
持たない 3( 1. 5) 0（ー） 2( 2. 7) 3( 2. 7) 1( o.7) 0（一） 9( 1. 2) 
言十 203(100) 105(100) 74(100) lll (100) 129(100) 149(100) 71 (100) 
表15 ハンカチ ・チリ紙所持状況の差の検定結果
服飾美術系 家庭科学系 工芸美術系 体育 系 養護教諭系
初等教育系 N. S. N. S. N . S. ＊＊＊ N. S. 
養護教諭系 N. S. N. S. N. S. ＊＊＊ 
体育系 ＊＊＊ ＊＊＊ ＊ 
工芸美術系 N. S. N. S. N. S.：有意差なし
家庭科学系 N. S. * * * : P<.01 
＊ : P< .O.S 
系別にみて「持たない」群が最も高率なのは体育系で18.0%にのぼる。検定の結果では， 全体
的には 1%の有意水準で、所持状況に差が認められた。また各系聞の比較では表15に示したとお
り，体育系と他の5系すべての聞に有意な差がみられたが，これは体育系の 「持たない」群の
しめる高比率によって生じたものと考えられる。新入生の中では，入学当初から比較的特色の
はっきりしている体育系ではあるが，外出時にハンカチを所持しない率が高い理由は不明である。
次に，いつもハンカチを 「持っている」と答えた者に所持枚数を記入させたところ表16の結
果を得た。各系ともおよそ60%～70%の者が1枚，30%～40%の者が2枚以上と答え，所持枚
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図4 ハンカチ・チリ紙所持状況の各系別比較
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表16 ハンカチ所持枚数
芯ご 服飾美術系 家庭科学系 工芸美術系 体 育系 養護教諭系 初等教育系 計
枚 人% 人% 人 % 人% 人% 人% 人 %107(66.1) 61 (67. 0) 39(70.9) 58(73. 4) 59(57.3) 76(61. 3) 400(65. 2) 
2枚以 上 55(33. 9) 30(33.0) 16(29.1) 21(2fi. 6) 44(42.7) 48(38.7) 214(34.8) 
言十 162(100) 91(100) 55(100) 79(100) 103(100) 124(100) 614(100) 
数については，全体的にも各系聞にも全く差はみられなかった。すなわち，保健衛生的な見地
からハンカチ ・チリ紙を常時携行する とい う生活習慣が身についているか否かの段階では，
「持つ」
??? ?
らかな差がみられたが， ことが身についている所持群では，持つ枚数に差は生じない
といえ るのではないか。
(4) 1週間の入浴回数
表17に示したように，全体の55.3%は週に 「4～ 5回」入浴し清潔の保持を心がけているよ
うである。 また「毎日」 群と 「2～ 3回」 群とはほぼ同比率であり，全体的にみて入浴回数に
は統計的に有意な差は認められなかった。各系聞の比較では， 表18にみられる とおり検定の結
表17 1週間の入浴回数
五三 服飾美術系 家庭科学系 工芸美術系 体 育系 養護教諭系 初等教育系 計
母』 日 入 % 人% 人 % 人% 人% 人% 人 %49(24. 3) 17(16.0) 12(16. 2) 24(21. 6) 31(24. 2) 27(18. 2) 160(20. 8)
4～ 5回 95(47.0) 64(60.4) 44(59.5) 71(64.0) 66(51.6) 85(57 .5) 425(55. 3) 
2～ 3回 58(28.7) 25(23 .6) 18(24.3) 16(14.4) 31(24.2) 36(24. 3) 184(23.9) 
計 202(100) 106(100) 74 (loo) 111(100) 128(100) 148 (loo) 769(100) 
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表18 入浴回数の差の検定結果
服飾美術系 家庭科学系 工芸美術系 体育系 養護教諭系
初等教育系 N. S. N. S. N. S. N. S. N. S. 
養護教諭系 N. S. N. S. N. S. N. S. 
体育系 ＊＊＊ N. S. N. S. 
工芸美術系 N. S. N. S. N. S.：有意差なし
家庭科学系 N. S. * * * : P<.01 
図5 1週間の入浴回数の各系別比較
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果，服飾美術系 ・体育系聞に有意な差が認められた。これは体育系の「2～3回」群が， イ也の
どの系よりも低い比率を示し，当然のことながら「4～5回」群が高率を示していること と，
服飾美術系では，逆に 「2～3回」群が， 6系中最も高い比率を示したことにより生じたもの
と思われる。すなわち，両系の「毎日」群の比率はほぼ同じであるが， 「4～ 5回J群と「2
～3回J群は，体育系がおよそ 4対l，服飾美術系はおよそ 1.6対lとなっでいることが要因
と思われる。 体育系の新入生は，すでに高校生活の中で運動後の清潔保持，疲労回復の観点か
ら，入浴回数に関しては他系の新入生よりもよい習慣を身につけていると解釈できょ う。
(5）下着のとりかえと洗濯状況
表19 下着のとりかえ状況
浮ごく服飾美術系 家庭科学系 工芸美術系 体 育 系 養護美術系 初等教育系 言十
毎日と りか 人% 人% 人% 人% 人 % 人 % 人%
える 169(83. 3) 93(87.7) 57(77.0) 88(79.3) 103(80. 5) 124(83. 2) 634(82.3) 
汗をかいたり 20( 9. 9) 9( 8. 5) 14(18. 9) 15(13.5) 17(13. 3) 17(11.4) 92(11. 9) すれば何度も
2日にl度 14( 6. 8) 4( 3. 8) 3 ( 4.1) 8( 7.2) 8( 6. 2) 8( 5. 4) 45( 5.8) 
計 203(100) 106(100) 74(100) lll (100) 128(100) 149 (100) 771 (100) 
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表20 洗濯の状況
エミこ 服飾美術系 家庭科学系 工芸美術系 体育系 養護教諭系 初等教育系 計
自分のものは 人% 人% 人% 人% 人% 人% 人%
いつも自分で 102(50.2) 52(49.1) 40(54.8) 61(55. 5) 68(53.1) 79(53. 0) 402(52.3) 
H寺＃自分で、 86(42.4) 42(39.6) 26(35.6) 38(34. 5) 54(42.2) 60(40. 3) 306(39. 8) 
ほとんどしな 15( 7 .4) 12(11. 3) 7( 9. 6) 11 (10. 0) 6( 4.7) 10( 6. 7) 61( 7. 9) しミ
計 203(100) 106(100) 73(100) 110(100) 128(100) 149(100) 769(100) 
表19に掲げたとおり各系とも「毎日」とりかえる者が最も多く ，より好ましい「汗をかいた
りすれば何度でも」着がえる者を含めると92.8%～96.2%となっている。 「2日にl度Jと答
えた者が各系とも少数あり，全体では 5.8%をしめる。検定の結果では全体的にも，各系聞に
も下着のとり換え状況についての有意な差は認められず，下着の清潔に関する認識はおおむね
良好と思われる。洗濯については表20のようであ り， 「ほとんどしない」者は全体の7.9%, 
「時々 する」 者39.8%, 「いつも自分でする」者が52.3%となっている。この比率は各系とも
ほぼ同様で、ある。
検定の結果，洗濯状況には全体的にも各系相互間にも全く有意な差は認められなかった。比
較文献を見出せなかったので，これらの数字が好ましい傾向を示すものか否かは不明である。
5.月経
月経は女性にとって健康であることの一つの証しであることから，初潮の時期，月経周期に
ついて調査した。また，基礎体温については，自らの母性機能を把握し， 女性と しての健康管
理につながるものであると考え 知識の程度 情報源について調べた。
調査対象は調査票構成上の事情により， 全面的に無記入の者がいたため，それら を除いた。
(1) 初潮のH寺真月
表21 初潮の時期
時期
小 学 校 4年 以前
小 学 校 5 ・6年
中 学 校 1 ・2年
中学校 3年以降
人数 n=760 
人%
8( 1. 0) 
399(52.5) 
338(44.5) 
15( 2. 0) 
表22 月経周期の規則性
規則性 人数 n=760 
正 H国 326人（42 . ~
や や 不 順 349(45. 9)
不 j順 83(10. 9) 
無 tc 入 2( o. 3)
表23 月経周期日数の分布
周期日数
19～20日
22～24日
25～27日
28～30日
31～33日
34～36日
37～39日
40～42日
43～45日
人数 n=265 
九 %
8( 3.0) 
4( 1. 5) 
32(12.1) 
198(74.6) 
15( 5. 7)
4( 1. 5) 
1( 0. 4) 
1( 0.4) 
2( o. 8)
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調査結果は表21の通りである。小学校卒業までに半数以上の者 （53.5%）が初潮をむかえた
ことになる。 選択肢を学年ごとに区切ったため，明らかな初潮年令は不明で、あり， イ也の調査と
の比較はむずかしいが，昭和56年度の日本性教育協会による調査では， 初潮経験が最も多い年
令は11～ 13才であり， 12才では50%を越える結果が出ており，本学学生の結果もほぼ同じ年令
に重なっていると言えるだろう。
(2) 月経周期
調査結果は表22の通りである。正順， やや不JI原，不順の3つの選択肢であるため，他の資料
との比較はできなp。正順の者が42.9%と少い印象も受けるが，やや不順と答えた中にも正順
である者が含まれていること も考えられるので，一概に少いとは言えない。明らかに不順と答
えたのは10.9%であった。
次に，月経周期が正JI慣であると答えた者326名のみに，何日型であるか記載しても らった。
このうち無記入44名，間違った理解をしていると考えられる者17名を除いた 265名の月経周期
日数の分布は，表23の通りである。 全体の約75%が28～30日型となっている。 20日から27日ま
7) 
での者が44名 （16.6%),31日から45日までの者が13名 （8. 8 %）である。他の調査において
も27～30日型が半数を越えており，この周期の者が多いことがわかる。ただし，調査対象を正
JI聞である者に限ったため，くわしい比車交はできない。
また，月経周期について，5日型，6日型等の間違った理解をしている者が17名（正順と答
えた中の5.2%）おり，高校を卒業した時点においても，正しく理解していない者がいること
がわかった。
(3）基礎体温
基礎体温については， 高校までの教育の中で， 多くとりあげられていると考えられるが，実
際にはどの程度把握されているのであろうか。ここでは4つの選択肢にわけ，理解の程度をみ
た。（表24)
表24 基礎体温についての理解の程度
（）内%
よ正三ス 服飾美術系 家庭科学系 工芸美術系 体 育系 養護教諭系 初等教育系 計n=201 n=l06 n=73 n=lll n=l28 n=l41 n=760 
女日 勺 な い 14( 7. 0) 3( 2. 8) 11 (15. 1) 19(17.1) 11( 8. 6) 11( 7. 8) 69( 9.1) 
言葉は聞いているが 79(39. 3) 56(52. 8) 31 (42. 4) 49(44. 2) 60(46. 8) 70(49. 7) 345(45. 3)内容はよく知らない
知 っ て い る 100 (49. 7) 41 (38. 7) 幻（37.0) 33(29. 7) 48(37. 5) 55(39. 0) 304(40. 0) 
自分で測定し記録した 8( 4. 0) 6( 5. 7) 4( 5. 5) 10( 9. 0) 7( 5. 5) 5( 3. 5) 40( 5. 3)ことがある
無 回 答 。（一） 0（一） O（ー ） O（ー ） 2( 1.6) 。（ ー） 2( o. 3)
全体では， 「知らなしミ」 と答えた者が69名（9. 1 %）であり，9割以上の者が，高校卒業ま
でに基礎体温という言葉を耳にしているのである。一番回答の多かったのは， 「言葉は聞いて
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いるが内容はよく知らない」と答えた者で45.3%であった。 「矢口っている」と答えた者と 「測
定したことがある」と答えた者は，ある程度理解していると考えられ，それらを合わせると，
8) 
45.3%となる。 他の調査においても 9割近く の者が基礎体温という言葉を知っていると なっ
ており，ほぼ似た状況と言える。
次に， 「知らない」と答えた者， 「言葉は聞いているが，内容はよく知らない」と答えた者，
「知っているJと「測定したことがある」を合わせた組の3つに分け，各科・コース聞で検定
を行った。服飾美術系と体育系間，家庭科学系と工芸美術系，体育系聞に危険率 1%で有意差
が認められた。これは，工芸美術系と体育系で「知らなしリと答えた者の割合が高かったこと
が現われている。また，服飾美術系と家庭科学系聞においても危険率5%で有意差が認められ
た。これは，家庭科学系で「知らない」 と答えた者の割合が低く，また 「言葉は聞いているが
…－」と答えた者が多いことが現われている。
(4）基礎体温について知識を得たところ
9割以上の者が基礎体温について耳にしているのであるが， その知識を得たところを理解の
程度にわけでみると表25のとおりである。
表25 基礎体温について知識を得たところ
重複回答 （ ）内%
瓦亙竺竺ごろ 保健の綬業 母親・姉 本 ・雑誌 友 人 そ の ｛也 無回答
言葉は聞いているが内容 118(34.2) 20( 5. 8) 174(50.4) 41(11.9) 6( 1. 7) 6( 1. 7) はよく知らない n=345 
実日つでいる n=304 120(39.5) 16( 5. 3) 136(44. 7) 44(14. 5) 4( 1. 3) 1 ( 0. 3) 
測定し記録したことがあ 14(35.0) 4(10. 0) 14(35. 0) 2( 5.0) 9(22.5) 0 （ー ）る n=40 
計 n=689 252(36.6) 40( 5.8) 324(47. 0) 87(12.6) 19( 2. 8) 7( 1. 0) 
正しい情報としで，「保健の授業」， 「母親からの指導」を期待していたが， 「本 ・雑誌か
ら」が47.0%で最も多く， 「友人から」も12.6%あった。どのような種類の本 ・雑誌であるか
は間わなかったが，正しい情報であってほしいと思う。 「保健の授業」では36.6%の者が回答
しているが， 「言葉は聞いているが内容は良く知らない」の中にも「保健の授業」から知識を
得た者が34.2%おり， 授業は聞いていても良く理解していないと言える。 「母親 ・姉から」の
知識は少く， 5.8%であった。
情報を得たところと理解の程度に差があるか，各項目の回答数について検定を行ったが，有
意差はほとんどなく ， 「その他jの項目のみに「測定している」者と他の2者間に有意差があ
った。すなわち， 「知っている」と答えた者と「言葉は聞いているが内容はよく知らない」と
答えた者の聞では，情報を得たところに差はないと言える。よって理解の程度も選んだ項目は
違つでいても，同じ程度と言えるかもしれない。
その他の項目であげられていたのは， 「測定した」者の中では医師からの指示が多かった。
さらに，テレビ，保育の授業，家庭科の授業，レディスセミナー参加等であった。
6.喫煙
(1）喫煙の実態
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喫煙は重要な健康問題であるとの認識が高まる社会状勢の中で年々その若年化と女子喫煙者
の増加が憂うべき傾向として在日されている。一度喫煙習慣がつくとそれをやめるのは困難で
あり，早い時期に喫煙習慣を形成しないこと が大切で、あろう。今回は短大入学までに喫煙習慣
が形成されているか否かの観点に立ち調査した。
表26 喫煙状況
（）内%
よよご 服飾美術系 家庭科学系 工芸美術系 体育 系 養護教諭系 初等教育系n=203 n=l06 n=74 n=ll n=l30 n=l49 n=773 
吸 わ な p 179 (88. 2) 93(87. 8) 67(90. 5) 107 (96. 4) 117(89. 9) 139 (93. 3) 702(90. 8) 
ときどき吸う 16( 7目9) 10( 9. 4) 4( 5. 4) 3( 2. 7) 8( 6. 2) 9( 6. 0) 50( 6. 5)
母』 日 吸 7 8( 3. 9) 3( 2目8) 3( 4.1) 1 ( o. 9) 4( 3.1) 1 ( o. 7) 20( 2. 6) 
無 同 答 。（ー） O（ー ） 0（一） 。（） 1( 0. 8) 。（ー ） 1 ( 0. 1) 
結果は表26の通りである。新入生全体では，「吸わなしミ」が90.8%, 「と きどき吸う」と 「毎
日吸う」を合わせると 9.1%と なっている。これは高校生を対象と した調査の女子の結果とほ
ぼ同率である。毎日吸う者は20名（2.6 %）おり，この時点ですでに喫煙習慣が形成されてい
る者がいることがわかった。喫煙者は予想よりも少い印象を受けるが，調査用紙に出身地 ・科
・コース別の記載を求めたことが，この回答への若干の警戒心をはた らかせたとも考え られる。
さらに 「吸わない」を非喫煙群， 「ときどき服う」及び 「毎日吸う」を喫煙群と して各科 ・
コースごとに検定を行ったところ，服飾美術系と体育系，家庭科学系と体育系に危険率5%で
有意差が認められた。体育系は服飾美術系，家庭科学系に比べ，喫煙者が少いことになる。こ
れは体育系の学生がもっている，喫煙と体育実技の因果関係への認識による ものと思われる。
(2) タバコの健康障害に対する認識
タバコの身体への影響について知っている項目を選ばせたところ，表27のような結果を得た。
表27 タバコの健康障害に対する回答数
重複回答 （ ）内%
よ＼＼ご二服飾美術系 ま庭科学系 工芸美術系 体 育系 養議教諭系 初等教育系 H n=203 n=l06 n=74 n=lll n=J30 n=l49 n=7'i'3 
イー 狭心症，心筋梗塞などの心臓病 27(13.0) 13(12.3) 12(16. 21 23(20.7) 27(20.8) 32(21.5) 134(17. 3) 
にかかりやすい
ロ．妊娠中の母親の場合，胎児に悪 200(98. 5) 104(98 .1) 62(83. 8) 110(9 .1) 125(96. 2) 148(99.3) 749(96.9) 
い影響を及！ます
ハ．血液の酸素運搬能力が低下し， 132(65.0) 69(65 .1) 40(54.1) 91(82. 0) 102(78. 5) 102(68.5) 536(69.3) 
はげしい運動は長続きしない
ニ.I市ガンなど呼吸器の病気をひき 183(90 .1 I 64(60.4) 58(78. 4) 99(89. 2) 121(93.1) 136(91.3) 661(85 .5)
おこしやすい
ホ．育i貴蕩，胃ガノなど消化器の病 49(24.01 38(28. 3) 18(24. 31 38(34.21 45(34.61 63(42.3) 243(31.41 
気にも関係がある
へ.Jパコの煙：.t同じ部屋にいるタ 192(94 .6) 1C4(98 .1) 62(83. 81 108197 .31 127(97.71 146198.01 739(95. 61 
バコを吸わない人にも影響を)k:t.＇す
64 斉藤 ・中・木村・藤原・：北海道女子短大1983年入学生の健康に関する日常生活調査
（ロ）の胎児への影響については最も回答率が高く， ほとんどの者がその障害を認識していること
は， 母性としての意識があらわれていると言ってよいだろう。付の項目についても回答率が高
く，他者への影響を意識していることは，きわめて常識的であることを示している。（ニ）につい
ては，近年のガンに関する情報の状況からいって，もっ と高率を示すことを予測していた。川
については，体育系での回答が最も高く（82.0%），喫煙者が体育系で最も少なかったことと関
連のあること を示している。（イ），休）については低率の回答で，成人病に関連する知識がまだ不
足していると言える。
7.健康意識
日常生活の中で，健康に過ごすために気を配
っている項目について調査 した。 「気を配って
いる」者と， 「配っていないj者の割合は図6
のとおり である。各科 ・コースとも 7害IJから 8
図6 健康に過ごすために気を配っ
ている者の割合
割の者が気を配っていると答えであり，検定結 服飾美術系協wJS/Jマζ後像写デ司泊9 In =201 
果も有意差は認められない。 「特に気をつけて 家庭科学系島姦ゑ察後守多多らl11.0 I n=106 
いない」と答えた者が全体では 180名（23.7%）工芸美制緩多彩 ；：1§."Jt；務次I20. s I n=13 
いるが，まったく気をつけていないということ 体育系傷後後7fff,；~勺笈~~ '26.1 I n=m 
ではなく ， 健康に関わ る行動として特別には意養護教諭系修｝［~j級］10］努冴 24.z I n=12s 
識していないという意味にとること もでき づ
， 」 初等教育系隊言午後~73：吾妻7み与な ぬ・L lロ＝141
れをもって健康意識が低いとは判断でき ない。
表28 健康に過ごすために気を配っている項目
重複回答 （ ）内%
孟二本：服飾美術 家庭科学 工芸美術 体育系 養護教諭 初等教育 検 ｛ 正 結 果系n=l51系n=8 系n=58系n=82系n=CJI 系n=104 n=580 
食事の質や量に注意する 73(48. 3) 48(54. 5) 26(4. 8) 47(57.3) 56(57. 7) 63(60. 6) 313(54.。） 有意差なし
23(39. 7) 体育教諭育系系と他5者間， 服飾服飾美術美系と初等養教適度に運動をする 42(27. 8) 30 (34.1) 53 (64. 6) 42(43. 3) 46(4. 2) 236(40. 7) 間 P<. 01 術系と護
系間 Pく 025
健康診断を定期的にうけ 2( 1.3) 1( 1.1) 。（ ） 2( 2. 4) 1( I. O) 1( 1. O) 7( I. 2) る
軽症のうちに医師にかか 2 (14. 6) 16(18. 2) 9(15. 5) 5( 6.1) 14(14. 4) 12(1. 5) 78(13. 4) 家庭科学系と体育系間 Pく.025 る
睡眠時間に注意する 80 (53. 0) 46(52. 3) 25(43.1) 52 (63. 4) 52(53. 6) 53(51. 0) 308(53.1) 工芸美術系と体育系間 P < .025 
生活を規則的にする 59(39.1) 32(36. 4) 17(29. 3) 37(45.1) 42(43. 3) 40(38. 5) 224(38. 6) 有意差なし
服飾美術系と家庭科学系1 工芸美術育る阻則＆ 系，問
転精神換面をにも注意し， 気分 35 (23. 2) 4~(47. 7) 24(41. 4) 35(42. 7) 31(32. 0) 30 (28. 8) 197(34目。）体育系間 家庭科学系と初等教系はかる Pく.01 家教庭育科学問系と養護教 系間，
体育系と初等 系 Pく.05 
身のまわりを清潔にする 64(42. 4) 48(54. 5) 19(32. 8) 28(34.1) 39(40. 2) 32(30. 8) 230 (39. 7) 家庭科学系と工芸美術系，体育系，初等教育系間 P <.01 
定期的に体重をはかる 46(30. 5) 26 (29. 5) 26(44.8) 18(22. 0) 30(30. 9) 29（幻9) 175(30. 2) 工芸美術系と体初育等系育間 P <.01 工芸美術系と 教系悶 Pく 05
その他 。（ ー） 。（ 一） I ( I.7) 。（） I( 1.0) I( 1.0) 3( 0. 5)
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次に， 「気を配っているJと答えた者580名につき，その内容をみると表28のとおりである。全
体の結果を回答の多いJi原にあげると，①食事の質や量に注意する， CI睡眠時間に注意する，③適
度に運動をする，④身のまわりを清潔にする，（［生活を規則的にする，⑥精神面にも注意し気分
転換をはかる，⑦定期的に体重をはかる，となっており，以上の項目は30%以上の回答があった。
「健康診断を受けるJ(1.2%），「軽症のうちに医師にかかるJ(13.4%）については回答数が少
なかった。健康診断については，今までの学校生活の中で受動的に受けてきたもので，保健行動と
して位置づけていないことがうかがえる。また， 「軽症のうちに医師にかかる」という項目は予想外
に少いという印象である。これは，疾病の少い年令層であるため，医師にかかる例が少いことも
関連しているであろう。さらに 「健康とは単に疾病や虚弱で、ないというばかりではなく …ー・ー」
というWHOの定義にあるように，疾病予防よりも他の日常活動の項目により 多くの回答があった
ことは，健康意識としては好ましいと言えるかもしれなしミ。しかし，この回答数が少いのを早期
発見，早期治療についての意識が足りないと解すれば，もっと疾病予防の知識も必要となろ う。
次に，各科・コースごとに保健行動の認識に差があるかをみるため，各項目の回答数を各科
．コース聞で検定を行った。結果は表28に示すとおりである。
「食事Jと「規則的な生活」については有意差がなかった。
「運動」については体育系と他5者聞にすべて有意差があり，体育系は志望どおり，運動に
対する認識が高いと言える。また，服飾美術系は初等教育系，養護教諭系聞にも有意差があり，
運動に対する認識が低いと言えるだろう。
「軽症のうちに医師にかかるjでは，体育系にその回答教が少し家庭科学系との聞に有意
差が出ている。
「睡日則では，工芸美術系と体育系聞に有意、差があり，体育系で睡眠に対する回答が多いの
がわかる。これは前の項であげた睡眠時聞を多くとっているという結果とも関連している。
「精神面への配慮」では，服飾美術系，養護教諭系，初等教育系で回答する者が少く，家庭
科学系，工芸美術系，体育系に回答数が多いと言える。
「身のまわりの清潔」に関しては，家庭科学系が工芸美術系，体育系， 初等教育系との聞に
有意差があり， 家庭科学系は清潔に対する関心が高いと言えるだろう。
「体重Jの項目では，工芸美術系で回答する者が多かった。
その他の項目では， 「ビタ ミン剤を服用する」， 「野菜ジュースを飲む」， 「速歩き をする」
があげられていた。
N おわりに
以上，各項目にわたり日常生活調査を行ったが，数多くの項目であったため，それぞれの内
容について深めるまでには至らなかった。しかし，表層的ではあるが，本年度新入女子学生の
保健行動の一端を把握することができたと思う。
調査結果をまとめると以下のとおりである。
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① 体育系では多くの項目で，他学科・ コースとの聞に有意差が認められた。これは体育実
技に多くの時間を使う生活によること が大きいと考えられる。 入学直後であるが，高校時代か
らの体育活動があり，すでに差がみられるのである。
② 養護教諭系は，入学時点、では保健行動に他学科・コース聞との差はほとんど認められず
特に健康意識が高いとは言えない。今後，専門教科において健康に関する知識を確実に身につ
けさせることが必要で、あろう。
③ 清潔に関する項目では，歯ブラシの本数，ハンカチ所持状況についで予想外の結果が出
た。今後は医学的根拠に立った指導が必要と思われる。
④ 母性衛生に関する知識は，本 ・雑誌によるものが多く ，また， 月経についてもまだ十分
な知識を持っていない者もおり，結婚前の女性として，もっと確実な知識を持つ必要があろう。
⑤ 喫煙については，数は多くはないがすでに喫煙習慣を形成している者がおり，喫煙の障
害についての認識をより強める必要がある。
⑥健康意識では「気を配っている」者のみの結果ではあるが，日常の中で必要な項目はあ
がっていると言える。 ただし，健康診断，早期受診をあげる者は少く ，今までは母親及び学校
における健康管理に依存している段階であったが，今後は自己管理をして疾病予防につとめる
意識を持つよう指導していく必要があろう。
今回は新入学生の保健行動の全体像の把握と，各科・ コース聞の比較を行ったが，表面的な報
告にと どまった。今後はそれぞれの項目をもう少し深めた形で調査する必要があろう。さらに，
身体発育，地域差との関連もつかんでいかなければならないと思う。また，新入生を対象とした
調査であったので，今後本学の教育を受けた後での保健行動の変化も見ていきたいものと考える。
最後に，協力しで下さった新入学生に感謝し，短大生活，さらにそれ以後の一女性としての
健康を祈ってこの論文を終える。
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